
　
低
炭
素
社
会
構
築
へ
の
関

心
が
世
界
的
に
も
高
ま
っ
て

お
り
、
国
内
で
も
電
力
供
給

の
制
約
な
ど
を
背
景
に
、
太

陽
電
池
、
風
力
発
電
機
、
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
「
環

境
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
」

が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
経
済
産
業
省
に
よ
る
と
、

２
０
２
０
年
に
は
世
界
規
模

で
お
よ
そ
86
兆
円
も
の
市
場

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

お
り
、
産
業
分
野
を
技
術
的

に
支
え
て
い
る
中
小
企
業
の

活
躍
に
も
大
き
な
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

環
境
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

分
野
に
中
小
企
業
が
事
業
進

出
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
企

業
戦
略
上
何
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
の
か
」
や
「
ど
の
よ
う

な
点
に
留
意
す
る
べ
き
な
の

か
」
を
事
例
を
交
え
解
説
す

る
。

　
午
後
６
時
半
～
同
８
時
ま

で
。
参
加
無
料
。
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
は
産
業
振

興

課
・
高
井
（
０
４
２
・
７
５

３
・
８
１
３
６
）
ま
で
。

　
工
場
で
の
人
手
不
足
解
消

に
つ
な
げ
よ
う
と
、
工
業
部

会
の
会
員
企
業
、
ミ
ヨ
シ
・

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
（
相
模

原
市
緑
区
下
九
沢
、
０
４
２
・

７
７
９
・
６
６
１
９
）
は
、

地
域
密
着
型
の
登
録
サ
イ
ト

「
相
模
原
派
遣
ド
ッ
ト
コ
ム
」

の
本
格
運
用
を
始
め
た
。

　
人
材
派
遣
か
ら
工
場
作
業

の
請
け
負
い
ま
で
、
同
サ
イ

ト
内
で
依
頼
で
き
る
一
方
、

地
元
で
仕
事
を
探
し
て
い
る

人
も
登
録
で
き
る
「
双
方
向

型
」
が
特
徴
。
相
模
原
を
は

じ
め
、
綾
瀬
、
横
浜
、
川
崎

な
ど
製
造
業
が
多
数
立
地
す

る
エ
リ
ア
に
特
化
し
て

い

る
。

　
「
東
京
五
輪
を
控
え
、
企

業
側
の
人
手
不
足
は
進
み
、

派
遣
へ
の
ニ
ー
ズ
は
非
常
に

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
中
で
“
地
元
企
業
に
は

地
元
の
人
材
を
見
つ
け
て
ほ

し
い
”
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
立
ち
上
げ
ま
し
た
」
と
吉

田
英
訓
社
長
。

　
サ
イ
ト
で
は
自
動
車
部
品

の
ピ
ッ
キ
ン
グ
、
エ
ン
ジ
ン

組
み
立
て
と
い
っ
た
工
場
内

作
業
か
ら
内
職
、
物
流
関
係

ま
で
、
幅
広
い
分
野
で
の
人

材
派
遣
な
ど
を
依
頼
で

き

る
。
こ
れ
に
対
し
、
働
き
た

い
人
も
サ
イ
ト
内
で
登
録
で

き
る
。

　
未
経
験
で
も
働
き
た
い
意

欲
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
ま

ず
人
材
登
録
を
し
て
も

ら

い
、
ミ
ヨ
シ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ッ
ク
ス
の
本
社
で
面
談
。
職

種
や
勤
務
時
間
帯
、
期
間
な

ど
、
本
人
の
希
望
を
聞
く
。

そ
こ
か
ら
、
同
社
が
企
業
側

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、

就
業
が
決
ま
る
。

　
就
業
前
に
は
、
同
社
の
資

格
保
有
者
が
講
師

と
な
り
、
就
業
予

定
者
に
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
研
修
な
ど

を
実
施
。
勤
務
が

始
ま
る
。

　
受
け
入
れ
る
企

業
に
安
心
感
を
持

っ
て
も
ら
う

た

め
、
人
材
の
「
教

育
証
明
書
」
も
発

行
す
る
。
す
ぐ
に

働
け
な
い
人
で
も
、
登
録
だ

け
し
て
お
く
こ
と
も
可

能

だ
。

　
「
今
後
、
同
様
の
地
域
密

着
型
サ
イ
ト
を
各
地
で
開
設

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
、
吉
田
社
長
は
話

し
て
い
る
。

　
　
（
か
な
が
わ
経
済
新
聞
）

　
工
業
部
会
の
会
員
企
業
で

金
属
加
工
を
手
掛
け
る
、
清

水
原
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン

（
相
模
原
市
緑
区
田
名
、
０

４
２
・
７
６
１
・
９
０
５
０
）

は
、
「
縦
型
旋
盤
」
を
計
２

台
導
入
、
稼
働
さ
せ
て
い
る
。

　
自
動
車
部
品
、
建
機
部
品

な
ど
の
加
工
を
主
力
と
し
て

お
り
、
そ
の
中
で
も
ブ
レ
ー

キ
に
使
用
す
る
「
ド
ラ
ム
」
、

車
輪
を
構
成
す
る
部
品
「
ハ

ブ
」
な
ど
を
生
産
す
る
。

　
加
工
す
る
材
料
は
鋳
物
、

鉄
な
ど
で
、
「
薄
く
て
大
き

い
も
の
が
得
意
で
す
」
と
、

山
口
友
彦
専
務
は
自
信
を
示

す
。

　
金
属
加
工
の
世
界
で
は
、

は
ん
用
旋
盤
か
ら
Ｎ
Ｃ
旋
盤

へ
と
時
代
が
変
わ
っ
て
い
る

が
、
昔
な
が
ら
の
汎
用
旋
盤

の
技
術
を
活
か
し
た
製
品
加

工
を
進
め
て
い
る
。

　
そ
ん
な
同
社
の
強
み
と
な

っ
て
い
る
の
が
「
縦
型
旋
盤
」

を
駆
使
し
た
加
工
技
術
。
縦

型
は
横
型
と
比
べ
る
と
、
加

工
し
た
い
対
象
物
を
置
く
だ

け
な
の
で
、
移
動
す
る
手
間

が
省
け
る
。
重
か
っ
た
り
、

大
き
か
っ
た
り
す
る
部
品
加

工
に
向
く
。
同
設
備
を
導
入

し
て
い
る
町
工
場
は
地
域
で

も
珍
し
い
と
い
う
。

　
直
径
５
０
０
ミ
リ
、
重
さ

６
０
キ
ロ
の
鋳
物
を
加
工
す

る
こ
と
も
ザ
ラ
と
し
て

い

る
。
「
ド
ラ
ム
や
ハ
ブ
以
外

に
も
、
当
社
の
技
術
が
活
か

せ
る
分
野
は
多
く
あ
る
は
ず

で
す
。
そ
れ
を
開
拓
し
て
い

き
た
い
で
す
」（
山
口
専
務
）

と
意
欲
的
だ
。
　

　
　
（
か
な
が
わ
経
済
新
聞
）

　
継
ぎ
手
や
流
量
計
な
ど
を

製
造
販
売
す
る
、
工
業
部
会

会
員
企
業
の
リ
ガ
ル
ジ
ョ
イ

ン
ト
（
相
模
原
市
南
区
、
０

４
２
・
７
５
６
・
７
５
６
７
）

は
こ
の
ほ
ど
、
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報

告
書
」
を
発
行
し
た
。

　
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的

責
任
）
に
関
す
る
報
告
書
を

出
す
地
域
の
中
小
企
業
は
地

域
で
は
珍
し
い
と
い
え
る
。

し
か
も
、
同
社
の
社
員
が
手

掛
け
た
の
で
は
な
く
、
武
蔵

大
学
の
学
生
た
ち
が
、
３
カ

月
間
取
材
を
重
ね
て
作
成
し

た
。

　
同
大
学
の
「
３
学
部
横
断

型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
授
業
の
一
環
と
し

て
い
る
。

　
計
38
ペ
ー
ジ
で
構
成
。「
社

員
」
「
共
生
」
「
環
境
」
の

３
つ
の
視
点
か
ら
リ
ガ
ル
ジ

ョ
イ
ン
ト
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を

ま
と
め
た
。
い
ず
れ
も
学
生
、

第
三
者
の
視
点
で
紹
介
し
て

い
る
。

　
身
近
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
（
利
害
関
係
者
）
で
あ
る

「
社
員
」
に
対
す
る
同
社
の

取
り
組
み
は
、
社
員
の
有
給

取
得
率
な
ど
を
開
示
。
現
場

で
活
躍
す
る
社
員
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
も
盛
り
込
ん
で

い
る
。

　
「
共
生
」
の
項
目
で
は
、

新
技
術
や
商
品
の
紹
介
を
は

じ
め
と
す
る
企
業
活
動
、
さ

ら
に
は
地
域
交
流
活
動
な
ど

を
記
載
し
て
い
る
。

　
「
環
境
」
で
は
、
本
社
に

お
け
る
温
暖
化
防
止
の
取
り

組
み
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

２
）
削
減
効
果
、
同
社
の
得

意
と
し
て
い
る
オ
ゾ
ン
関
連

技
術
な
ど
を
扱
っ
て
い
る
。

　
同
社
の
稲
場
純
社
長

は

「
大
変
よ
い
も
の
に
仕
上
が

っ
て
い
ま
す
。
従
業
員
だ
け

で
な
く
、
取
引
先
に
も
配
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
社
の
会
社
案
内
と
同
等
に

考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
る
。

　
（
記
事
提
供
・
か
な
が
わ

経
済
新
聞
）
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人
手
不
足
解
消
に
一
役
ミヨシロジ

環境・新エネルギー産業分野

参入の可能性探る

サイトについて説明する吉田社長

「
縦
型
旋
盤
」
で
差
別
化

清
水
原
コ
ー
ポ
が
導
入

今後の展開について話す山口専務

６
月
に
セ
ミ
ナ
ー
開
催

リ

ガ

ル

ジ
ョ
イ
ン
ト

Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
発
行

　
工
業
部
会
Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
早
川
正
彦
委
員

長
＝
早
川
銘
板
製
作
所
社
長
）
は
６
月
19
日
、
「
環
境
・

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
成
長
と
中
小
企
業
の
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
」
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
、
市
立
産

業
会
館
で
開
催
す
る
。
同
分
野
に
精
通
し
た
日
本
政
策

金
融
公
庫
総
合
研
究
所
の
海
上
泰
生
主
席
研
究
員
を
招

き
、
地
域
中
小
企
業
が
参
入
で
き
る
可
能
性
に
つ
い
て

検
証
す
る
。


